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《特 集》田野町成 人式

祝 成 人の日
１月３日（土）田野町ふれあいセンターにて、成人式が盛大に開催されました。

きらめく未来へ一歩を踏み出した皆様、心よりお祝い申し上げます。

希望に満ちた門出を迎え、それぞれの夢に向かって羽ばたくことを応援しています。

磯村  幸輝さん

① 学生

② 介護の仕事をしたいです

③ ないです

④ 子どもからお年寄りの人、町

　 民みんなが安心して過ごして

　 いける町になってほしい

今井  天彦さん

① 大学で野球

② 人の役に立つこと

③   －

④ 災害に負けない町に

川田  悠太さん

① 専門学校生

② 子ども達が安心できる施設の

　 職員

③ ない

④ もう少し若者が楽しめるような

　 イベントや施設が欲しい

川村  星弥さん佐藤  一樹さん

① 陸上自衛官

② 好きな物を沢山買いたい

③ 街づくりや行事を読みました

④ 少子高齢化が進んでいるので

　 若い人が残る町に

① 大学生

② プログラミング

③ ないです

④ もっと多くの人に知ってもらい

　 たい

佐藤  樹さん島村  岬さん竹石  壮汰さん

① 大学生

② 人の役に立つこと

③ ないです

④ 小さい町なのでみんな仲良く

　 活気ある町であってほしい

① 会社員

② 社長になる

③ 読んだことないです

④ 雰囲気はそのままでイベントの

　 多い町に

① 大学生

② やりがいのある仕事、親孝行

③ 要約され議会が身近なものに

　 感じます

④ 県外に出た人が帰ってきやすく

　 今の風景を残しつつ住みやすい

　 街に
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広報編集委員が

インタビューをしました。
（氏名の五十音順にご紹介）

質問内容

名　前

① 今、何をしているか

② 将来やりたいこと

③ 議会だよりを読んだことが

　 ありますか。感想をどうぞ

④ どんな田野町になってほしい

　 ですか

豊田  希花さん

① 大学で心理の勉強

② カウンセラー

③   －

④ あたたかいまち

中川  怜士さん

① 車を造ってます

② 海外旅行

③ ちゃんと見たことがないです

④ 若者の多い活気ある町

西山  心花さん平岡  蒼彩和さん

① 学生

② これまで支えてくださった方々に

　 少しでも恩返しがしたいです

③ ありません

④ これ以上、望むことはありません

① 介護士

② なし

③ なし

④ イベントが多い町に

森岡  優さん山本  桜ミリアムさん山本  真湖さん

① 大学生。

　 教員免許取得を目指してます

② 幸せな家庭を築きたい

③ ないです

④ どの年代の人も住みやすいと

　 感じる町に

① 公務員試験のための勉強、

　 就職活動

② 事務員　

③   －

④ 活気あふれる町に

① 大学生

② 法律関係の仕事

③ こども園や学校の記事が楽し

　 い

④ 子供達が楽しく過ごせ、また

 　帰ってきたいと思える町に

西山  遙さん

① 専門学校生

② 監督脚本音響すべて自分の

　 映画製作

③ これから読みます

④ 栄えていなくとも、今住んでい

　 る人やこれから生まれてくる子

　 供達が健やかに暮らせる街に
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12
月
９
日
～
11
日

（
第
10
回
）

定

例

会

補正の主な内容（歳入）

補正の主な内容（歳出）

寄附金

繰入金

（まちづくり応援寄附金）

（ふるさと応援基金繰入金 )

２億円

１億２３９万円

◆ 令和７年度一般会計補正予算（第６号）

◆ 令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

歳入歳出総額　３９億５４３０万円　　補正額　３億１５１０万円増

歳入歳出総額　４億１７２万円　　補正額　２４８万円増

小・中学生の給食費を補助

不妊去勢手術費用を追加補助

伐採する費用を補助

返礼品や通信運搬費等を

追加計上

学校給食支援事業補助金

猫不妊去勢手術費補助金

危険木伐採事業補助金

ふるさと納税推進費

物価高騰支援交付金で

不必要な繁殖、飼い主のいない猫の増加を

抑制するために

倒木し、公道に被害を与える危険な木を

ふるさと納税繁忙期に向け

対象者

１人当たり　３万８千円

オス　　　８千円 × １５頭

メス 　 １万２千円 × １５頭

対象木

樹高５ｍ以上 

かつ 胸髙直径２０㎝以上

３１９万円追加

３０万円追加

２０万円追加

１億１６６万円追加

補正予算

ふるさと納税を２億積み上げ

令和７年度は、 目標 ６億円

補正の主な内容

歳入

歳出

交付金

保険給付費

（保険給付費等交付金）

（高額療養費負担金 )

２２０万円増

２２０万円増

高額療養費の予算不足が見込まれるため、増額します。
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報  告

議案の審議結果一覧表

定例会で決まったこと

◆ 令和元年度から令和５年度決算に係る健全化判断比率の修正
　毎年、報告が義務付けられている健全化判断比率の内、実質公債費比率の過去数値に誤りがあった

ため、令和元年度から令和５年度決算に係る健全化判断比率の修正の報告がありました。

　算定の基準となる準元利償還金算入額を過少に計上していたため、適正な額を用いて算出した結果、

比率数値は上昇しましたが、早期健全化基準（地方債の許可が制限される値）の２５％は大きく下回っ

ております。

　平成３０年度については、再算定による（３か年平均）の修正はありませんが、単年度数値に修正が

ありました。

決算年度 修正前 修正後 比較

令和元年度 ２．３％ ２．６％ + ０．３％

令和２年度 ２．７％ ３．１％ + ０．４％

令和３年度 ３．２％ ３．８％ + ０．６％

令和４年度 ４．２％ ４．９％ + ０．７％

令和５年度 ４．９％ ６．１％ +１．２％

決算年度 修正前 修正後 比較

平成３０年度 2.11307％ 2.26489％ + 0.15182％

令和元年度から令和５年度の健全化判断比率（実質公債費比率）の修正

平成３０年度実質公債費比率（単年度数値）

件　　　　名

（  概 要  ）

議決
結果

賛  

成

反  

対

採決状況（〇賛成　×反対　＊欠席）

中
野
益
夫

山
﨑
豊
子

村
田
秀
作

神
山
大
亮

山
本
美
園

安
岡
数
德

桑
名
良
学

中
澤
長
顯

西
岡
恒
雄

小
笹
孝
彰

   中芸広域連合の共同処理する事務の変更及び規約の変更

  （中芸広域連合の共同処理をする事務から戸籍に関する事務を削除すると

　ともに、経費の支弁方法の変更に伴う規約の変更を行います。）

原案
可決

９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※令和７年度田野町一般会計補正予算 ( 第６号 )
　（　詳細　４ページ ）

原案
可決

９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度田野町国民健康保険特別会計補正予算 ( 第３号 )
　（　詳細　４ページ ）

原案
可決

９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長は採決に加わらない

数値は上昇しまし

たが、問題はあり

ません。
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10
月
～
12
月
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た

行行

政政

報報

告告

行
政
報
告
…
町
長
な
ど
が
町
の
大
き
な
出
来
事
な
ど
を
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
。                   

坂本正徳 町長

道
の
駅
「
田
野
駅
屋
」

再
整
備
事
業

　

道
の
駅
の
再
整
備
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
「
適
正
な
規
模
で
、

持
続
可
能
な
取
り
組
み
を
進
め

る
」
と
の
方
針
の
も
と
、
導
入
機

能
の
必
要
性
、
事
業
規
模
の
妥
当

性
、
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
改
め

て
検
証
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

年
内
に
庁
内
の
方
向
性
を
取
り

ま
と
め
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

利
用
し
や
す
く
、
持
続
可
能
な
道

の
駅
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
慎
重

に
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

中
芸
広
域
連
合
の
事
務
所

移
転

第
51
回
田
野
町
産
業
ま
つ
り

広
域
行
政
（
中
芸
広
域
連
合
）

田
野
小
学
校
が
坂
本
教
育

賞
受
賞

高
齢
者
の
定
期
接
種

　

こ
の
度
、
田
野
小
学
校
が
令
和

７
年
度
坂
本
教
育
賞
に
お
い
て
優

秀
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

坂
本
教
育
賞
は
、
昭
和
48

年
か

ら
、
優
れ
た
教
育
実
践
を
行
う
学

校
を
表
彰
す
る
、
歴
史
と
権
威
の

あ
る
賞
で
あ
り
、
県
内
の
公
立
義

務
教
育
学
校
の
中
か
ら
、
毎
年
４

校
が
選
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
児
童
一
人
一
人
の
可

能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
地
域

や
社
会
に
「
自
立
」
「
貢
献
」
「
共

生
」
で
き
る
人
づ
く
り
を
一
層
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

田
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
配
置

さ
れ
て
い
た
、
中
芸
広
域
連
合
「
介

護
・
保
健
福
祉
課
」
の
事
務
所
が
、

10

月
27

日
か
ら
中
芸
広
域
体
育
館

に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
介
護
保
険
等

の
各
種
申
請
手
続
き
に
不
便
が
生

じ
な
い
よ
う
に
、
田
野
町
で
も
申

請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
11

月
23

日
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
周
辺
に
お
い
て
、

産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
毎
年
多
く
の

出
展
、
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
お
り
、
町
内
外
か
ら

全
50

ブ
ー
ス
の
出
展
が
あ
り
、
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

•

広
域
施
設
運
営
業
務

•

介
護
・
保
健
福
祉
業
務

•

消
防
救
急
業
務

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

老若男女、大盛況の産業まつり

　

本
年
度
も
10

月
か
ら
65

歳
以
上

の
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

定
期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

本
町
で
は
、
感
染
拡
大
防
止
や

重
症
化
予
防
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
の
自
己
負
担
額

５
１
０
０
円
の
助
成
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
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10
月
29
日

（
第
９
回
）

議
員
勉
強
会

・

全
員
協
議
会

臨

時

会

工事請負契約 の 締結　

新設中の  町道 高田下ノ丸線 道路改良工事
契  約  先　有限会社  西山建設 契約金額　５４５１万６千円（税込み）

議決
結果

賛  

成

反  

対

採決状況（〇賛成　×反対　＊欠席）

中
野
益
夫

山
﨑
豊
子

村
田
秀
作

神
山
大
亮

山
本
美
園

安
岡
数
德

桑
名
良
学

中
澤
長
顯

西
岡
恒
雄

小
笹
孝
彰

原案
可決

８ １ 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

※議長は採決に加わらない

議員の賛成・反対

改良工事が進む高田下ノ丸線

次世代の「議員のなり手」を

　　　　　　　　確保するには

　

８
月
８
日
、
議
員
報
酬
見
直
し

に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻

な
状
況
を
議
論
し
、
報
酬
の
低
さ

が
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
が
、
住
民

理
解
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
12

日
に
は
報
酬
見
直
し
の

特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
ま

し
た
が
、
10

月
29

日
の
全
員
協
議

会
で
協
議
し
た
結
果
、
報
酬
だ
け

で
な
く
、
な
り
手
不
足
問
題
全
般

を
、
特
別
委
員
会
で
は
な
く
、
勉

強
会
で
協
議
を
続
け
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
無
投
票
選
挙
も
踏
ま

え
、
問
題
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

勉
強
会
で
協
議
を
続
け
る

第 70 回町村議会実態調査

議　　会 議員報酬

安　

芸　

郡

田野町議会 165,000 円

東洋町議会 163,000 円

奈半利町議会 164,000 円

安田町議会 170,000 円

北川村議会 220,000 円

馬路村議会 175,000 円

芸西村議会 164,000 円

高知県町村議会 ( 平均 ) 185,391 円

全国町村議会 ( 平均 ) 219,624 円

（令和 6 年 7 月 1 日現在）

未来を託せる議員を選ぶ。

みんなで選ぶから意味がある。

選挙は必要！  無投票はダメ！

なり手不足の原因
①なり手に響かない３条件（やりがい・環境・待遇）
　議会の役割が理解されず、議員のなり手が不足。旧来的な議会環境と低報酬も、意欲を

削ぐ要因となっている。

②地域コミュニティの限界
　地域社会の担い手不足と女性進出の遅れが、議員不足の背景に。保守的な価値観や家族

の反対も影響。

③立候補・選挙における障壁
　落選リスク、選挙資金不足、選挙資源の格差などが、立候補への障壁となり、特に女性や

若者の進出を拒む。

※令和 6 年 3 月 町村議会議員のなり手不足対策検討会の資料から抜粋、要約
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一
般
質
問

一
般
質
問

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！

ズ
バ

リ

ズ
バ

リ

５議員が質す５議員が質す

一般質問… 議員が田野町の行政全般にわたり町長などに対し事務の状況や将来の

方針などの説明を求め、所信や疑問を質すこと。

解
説
解
説

ただただ

今議会のテーマ今議会のテーマ

P9P10
●製塩産業の展望は

●第２駐車場の更なる活用を神山　大亮　議員

P9P ９
桑名　良学　議員 ●建設工事の工期は適切か

中野　益夫　議員
P11

●桃山茶園の現状と維持管理は

山﨑　豊子　議員
P12

●地域猫活動支援事業の更なる拡充を

山本　美園　議員
P13

●シルバー廃止後、町単独の設立は

●岡御殿の町民入場料を無料に



注文者 受注者

誠実な協議の義務

契 約後

契約の規定に従って

請負代金等の変更を協議

資材高騰等発生時

たの　議会だより9

町政のここを問う！ズ
バ

リ
ズ

バ
リ

建
設
工
事
の
工
期
は
適
切
か

　
課
長 
― 
適
切
な
期
間
を
個
別
に
設
定
し
て
い
る

桑
名
議
員

　

当
町
の
工
事
は
、
国
・
県
の
策

定
し
て
い
る
工
事
日
数
と
整
合
性

が
取
れ
て
い
る
か
。
同
規
模
の
金

額
で
完
成
し
た
実
績
が
あ
る
か
、

予
算
や
起
債
に
制
限
が
あ
る
と
い

う
理
由
で
、
短
い
工
期
を
設
定
し

て
い
な
い
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

当
町
の
多
く
の
工
事
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
な
ど
、
有

利
な
補
助
事
業
や
起
債
を
活
用
し

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
予
算
を

適
切
に
執
行
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
が
、
工
期
設
定
に
あ
た
っ
て

年
度
的
な
要
素
の
み
を
理
由
に
機

械
的
な
短
縮
を
す
る
こ
と
は
な

く
、
工
事
内
容
や
施
工
条
件
に
応

じ
て
、
必
要
と
な
る
期
間
を
確
保

し
て
い
る
。

桑
名
議
員

　

資
材
単
価
は
国
の
標
準
単
価
を

使
用
す
る
が
、
工
期
は
町
独
自
の

考
え
で
行
っ
て
い
な
い
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

工
期
設
定
は
、
町
独
自
の
基
準

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
発
注
事

務
の
負
担
軽
減
や
、
早
期
発
注
の

観
点
か
ら
、
県
が
示
す
「
土
木
工

事
標
準
工
事
日
数
」
を
参
考
に
設

定
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

事
業
費
が
大
き
い
工
事
や
、
施

工
期
間
が
複
数
月
に
及
ぶ
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
よ
う
な
工
事
に
お
い

て
は
、
国
土
交
通
省
が
示
す
「
直

轄
工
事
に
お
け
る
適
正
な
工
期
設

定
指
針
」
に
基
づ
き
、
工
事
内
容

や
現
場
及
び
周
辺
状
況
、
施
工
上

の
制
約
の
有
無
な
ど
を
踏
ま
え
、

必
要
と
な
る
工
期
を
個
別
に
検
討

し
設
定
し
て
い
る
。

桑
名
議
員

　

契
約
後
で
あ
っ
て
も
、
事
業
者

と
の
間
で
協
議
が
行
わ
れ
る
体
制

が
整
え
ら
れ
て
い
る
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

工
期
内
の
資
材
価
格
高
騰
な
ど

社
会
条
件
の
変
化
を
見
て
、
事
業

者
と
協
議
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

桑
名
議
員

　

建
設
業
は
、
災
害
が
発
生
す
る

度
に
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に

多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
地
元
の
事
業
者
と
の
信
頼

関
係
は
保
た
れ
て
い
る
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

災
害
時
、
そ
の
力
に
頼
る
部
分

が
多
く
あ
る
。
発
注
者
、
受
注
者

の
関
係
だ
け
で
な
く
、
共
に
地
域

を
守
っ
て
い
く
関
係
を
維
持
し
て

い
く
。

桑
名
議
員

　

余
裕
を
持
っ
た
工
期
の
設
定
を

行
う
た
め
、
入
札
時
期
は
、
適
正

な
時
期
に
行
っ
て
い
る
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

突
発
的
な
修
繕
や
災
害
等
な
ど

あ
る
が
、
計
画
し
た
時
期
に
発
注

を
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

余
裕
を
持
っ
た
工
期
に
つ
い

て
、
年
間
通
じ
て
平
準
化
と
い
う

考
え
も
あ
る
た
め
、
年
度
当
初
に

発
注
す
る
こ
と
に
限
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
時
期
で
の
発
注
を
、
計
画

し
て
い
く
。

議員桑名良学
くわな よしのり

上記の工事について、発注者と受注者は、

各々の対等な立場における合意に基づいて、

別添の条項によって公正な請負契約を締結

し、信義に従って誠実にこれを履行するも

のとする。



現在の協力隊員、町内での独立を目指す

町有地の有効活用に自動販売機は？
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製
塩
産
業
の
展
望
は

第
２
駐
車
場
の
更
な
る
活
用
を

　
課
長 
― 
町
全
体
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産
業
振
興
を
図
る

　
課
長 

― 

現
状
で
の
実
施
は
難
し
い

神
山
議
員

　

当
町
の
産
業
と
し
て
、
製
塩
業

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
今

後
の
展
望
に
対
す
る
考
え
は
。

安
岡
地
域
振
興
課
長

　

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
町
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
産
業
振
興
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

製
塩
業
に
つ
い
て
は
、
特
産
品

化
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
の
産

業
と
し
て
定
着
し
、
町
の
経
済
に

貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
道
の
駅
の
再
整
備
事
業
に
合

わ
せ
て
、
完
全
天
日
塩
の
特
産
品

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

神
山
議
員

　

製
塩
体
験
施
設
の
管
理
運
営
に

対
す
る
考
え
は
。

安
岡
地
域
振
興
課
長

　

現
在
の
協
力
隊
員
の
任
期
終
了

後
は
、
体
験
に
必
要
な
技
術
や
準

備
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
製

塩
技
術
を
有
す
る
方
へ
の
個
人
委

託
等
を
視
野
に
入
れ
安
定
し
た
運

営
方
法
を
検
討
す
る
。

神
山
議
員

　

製
塩
業
の
担
い
手
に
対
す
る
考

え
は
。

安
岡
地
域
振
興
課
長

　

製
塩
関
連
事
業
の
充
実
を
図
る

た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
、
担
い
手
の
確
保
と
育

成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

現
在
は
新
た
な
担
い
手
の
定
着

に
向
け
製
塩
レ
ン
タ
ル
施
設
の
追

加
整
備
を
進
め
て
お
り
、
協
力
隊

員
の
技
術
習
得
や
起
業
準
備
を
支

援
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
当
町
の
多
様
な
産
業

構
造
を
踏
ま
え
、
今
回
の
製
塩
レ

ン
タ
ル
施
設
の
追
加
整
備
分
を

も
っ
て
終
了
と
し
、
今
後
は
、「
融

資
を
活
用
し
た
起
業
支
援
」
や
「
設

備
投
資
に
対
す
る
補
助
制
度
の
創

設
」
な
ど
、
自
立
を
促
す
よ
う
な

支
援
を
検
討
す
る
。

神
山
議
員

　

６
月
議
会
に
お
い
て
、
田
野
駅

屋
北
側
の
敷
地
に
つ
い
て
質
問
し

た
際
、
当
面
の
間
は
第
２
駐
車
場

と
す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

現
在
混
雑
時
に
は
10
台
ほ
ど
の

使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

自
販
機
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
な
ど
田
野
駅
屋
の
収
益
に
つ
な

が
る
施
策
が
で
き
な
い
か
。

安
岡
地
域
振
興
課
長

　

田
野
駅
屋
の
収
益
向
上
に
寄
与

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
人
員
体
制
に
限
り
が
あ
り
、

現
状
で
は
実
施
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
道

の
駅
の
再
整
備
事
業
で
民
間
事
業

者
が
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
施
設
運

営
の
展
開
を
期
待
し
て
い
る
。

　

収
益
向
上
に
関
す
る
取
り
組
み

は
、
町
が
直
接
実
施
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
現
在
、

好
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を

販
売
す
る
な
ど
を
提
案
し
な
が
ら

売
り
上
げ
の
維
持
に
つ
な
げ
て
い

く
。

町政のここを問う！ズ
バ

リ
ズ

バ
リ

議員神山大亮
かみやま だいすけ



みんなで力を合わせて茶摘み

伝統ある桃山茶園をどう守る？伝統ある桃山茶園をどう守る？伝統ある桃山茶園をどう守る？
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町政のここを問う！ズ
バ

リ
ズ

バ
リ

桃
山
茶
園
の
現
状
と
維
持
管
理
は

　
町
長 
― 
学
校
運
営
か
ら
、
町
管
理
の
方
向
で
検
討

中
野
議
員

　

田
野
中
学
校
の
貴
重
な
学
校
茶

園
の
現
状
お
よ
び
、
次
世
代
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
の
課
題
、
対
策

は
。

西
山
教
育
次
長

　

昭
和
29

年
に
勤
労
学
習
の
実
習

地
と
し
て
設
置
し
て
以
降
、
生
徒

や
教
職
員
、
地
域
住
民
の
協
力
の

も
と
で
維
持
さ
れ
、
生
徒
数
の
多

か
っ
た
昭
和
30

年
代
か
ら
60

年
に

は
、
年
間
35

時
間
以
上
、
茶
摘
み

や
茶
選
、
草
刈
り
、
販
売
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
根
差

し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。

　

令
和
７
年
は
全
校
32

人
と
な

り
、
活
動
人
数
が
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
。

　

園
地
は
約
１
０
０
㌃
と
広
大

で
、
近
年
は
雑
草
・
雑
木
、
竹
林

の
浸
食
、
害
獣
被
害
も
増
え
、
南

側
の
約
２
割
は
管
理
困
難
で
、
放

棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　

生
徒
数
減
に
加
え
、
学
習
時
間

の
調
整
困
難
、
教
職
員
の
人
員
不

足
、
安
全
管
理
へ
の
負
担
が
増
大

す
る
な
ど
課
題
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
桃
山
茶
園
で
の
教
育
活
動

は
、
継
続
が
困
難
と
考
え
る
。

中
野
議
員

　

在
来
茶
樹
を
守
る
活
動
と
合
わ

せ
、
改
植
の
検
討
は
。

西
山
教
育
次
長

　

長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の
協
力

の
も
と
茶
園
が
維
持
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
感
謝
し
、
大
事
に
し
て
い

く
べ
き
と
感
じ
て
い
る
。
学
校
現

場
に
任
せ
、
強
い
る
こ
と
は
難
し

い
の
が
現
状
で
、
新
た
に
移
植
、

改
植
は
考
え
て
い
な
い
。

中
野
議
員

　

中
芸
広
域
で
の
部
活
動
事
例
を

参
考
に
、
野
外
活
動
で
も
、
他
校

の
支
援
を
得
な
が
ら
、
田
野
中
学

校
の
桃
山
茶
園
の
再
建
に
向
け

て
、
管
理
の
手
を
増
や
し
て
い
け

る
の
で
は
。

田
中
教
育
長

　

広
域
の
部
活
動
は
検
討
中
で
は

あ
る
が
、
広
域
で
茶
園
を
存
続
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
考
え
る
。

　

総
合
的
な
学
習
時
間
は
、
主
体

的
に
課
題
意
識
を
ど
う
解
決
し
て

い
く
か
、
そ
の
過
程
で
地
域
貢
献

の
力
を
つ
け
て
い
く
場
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
鑑
み
、
茶
園
経
営
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
困
難
と

考
え
る
。

中
野
議
員

　

受
け
継
が
れ
て
い
く
べ
き
文
化

遺
産
、
伝
統
あ
る
桃
山
茶
園
を
守

り
、
未
来
へ
と
つ
な
が
る
取
り
組

み
に
、
光
を
当
て
て
い
く
考
え
は
。

坂
本
町
長

　

茶
園
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て

お
り
、
今
の
規
模
で
続
け
る
の
は

無
理
が
あ
る
。

　

町
の
歴
史
あ
る
記
憶
遺
産
と
し

て
、
規
模
縮
小
も
考
え
な
が
ら
、

運
営
し
て
い
く
こ
と
が
、
必
要
だ

と
思
う
。

　

町
が
最
終
的
に
は
管
理
す
る
方

向
で
、
検
討
す
る
。

議員中野益夫
なかの ますお



地域猫の寿命は５年ほど、猫は徐々に減っていきます。
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町政のここを問う！ズ
バ

リ
ズ

バ
リ

議員山﨑豊子
やまさき とよこ

地
域
猫
活
動
支
援
事
業
の
更
な
る
拡
充
を

　
課
長 
― 
諸
経
費
の
全
額
を
助
成

山
﨑
議
員

　

今
年
10
月
か
ら
新
規
の
事
業
と

し
て
、
地
域
猫
活
動
支
援
で
不
妊

去
勢
手
術
費
の
一
部
を
助
成
す

る
と
し
て
、
雌
猫
１
匹
に
つ
き

１
万
２
千
円
、
雄
猫
８
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

手
術
費
の
み
で
な
く
、
猫
３
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
含
む

助
成
は
で
き
な
い
か
。

藤
田
住
民
福
祉
課
長

　

犬
の
狂
犬
病
予
防
接
種
の
よ
う

に
法
律
で
義
務
化
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
接
種
費
用
の

助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

山
﨑
議
員

　

高
知
県
東
部
の
各
市
町
村
に
お

分
を
な
く
す
た
め
に
、
飼
い
主
の

い
な
い
猫
の
繁
殖
の
抑
制
と
、
公

衆
衛
生
の
向
上
及
び
、
人
と
動
物

の
調
和
の
と
れ
た
共
生
社
会
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

い
ろ
ん
な
動
物
が
動
物
由
来
の

感
染
症
を
持
っ
て
お
り
、
猫
だ
け

に
限
っ
て
感
染
対
策
を
す
る
理
由

が
な
い
の
で
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
助
成
は
考
え
て
な
い
。

山
﨑
議
員

　

今
年
度
末
で
は
あ
る
が
、
補
正

予
算
で
雌
雄
50
匹
分
の
不
妊
去
勢

手
術
費
が
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

地
域
に
は
ま
だ
２
０
０
匹
以
上

の
野
良
猫
が
い
る
と
考
え
ら
れ
、

継
続
的
な
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

手
術
費
の
助
成
だ
け
で
は
な
く
、

最
低
10
個
は
捕
獲
か
ご
の
購
入
費

の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

藤
田
住
民
福
祉
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
財
源

に
、
令
和
８
年
度
か
ら
10

年
度
ま

で
の
３
年
間
、
地
域
課
題
解
消
事

業
と
し
、
地
域
住
民
及
び
寄
附
者

に
対
し
、
寄
附
の
使
途
の
明
示
と

と
も
に
、
地
域
活
性
化
と
住
民
生

活
の
暮
ら
し
の
支
援
を
図
る
こ
と

を
検
討
中
で
あ
る
。

　

地
域
猫
活
動
団
体
に
負
担
が
な

い
て
は
、
助
成
金
の
地
域
格
差
が

生
じ
て
い
る
。
地
域
格
差
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
る
室
戸
地
域
猫
の

会
、
安
田
猫
ち
ゃ
ん
会
で
は
、
県

の
補
助
金
を
含
め
て
上
限
を
雌
猫

１
万
６
千
円
、
雄
猫
１
万
２
千
円

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
よ
う
、
各

市
町
村
に
呼
び
掛
け
る
運
動
を
し

て
い
る
。

　

こ
の
金
額
は
猫
３
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。
地

域
格
差
を
な
く
す
こ
と
で
、
地
域

を
ま
た
い
で
の
猫
を
遺
棄
す
る
こ

と
を
予
防
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

不
妊
去
勢
手
術
だ
け
で
な
く
、

感
染
症
に
な
ら
な
い
取
り
組
み
を

し
、
元
の
地
域
に
戻
す
の
は
ど
う

か
。

藤
田
住
民
福
祉
課
長

　

10

月
か
ら
始
め
た
こ
の
事
業

は
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
及
び
、
高
知
県
動
物
の

愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
不
必
要
な
殺
処

い
よ
う
、
手
術
費
、
医
師
の
出
張

依
頼
料
、
捕
獲
か
ご
の
購
入
費
な

ど
、
諸
経
費
の
全
額
補
助
を
行
う
。

４
年
目
か
ら
は
状
況
を
見
て
、
事

業
規
模
を
見
直
し
て
い
く
。

山
﨑
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
地
域
猫
活

動
支
援
事
業
に
特
化
し
た
寄
附
は

受
け
ら
れ
な
い
か
。

藤
田
住
民
福
祉
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
財
源

と
し
て
事
業
を
支
援
す
る
の
で
、

特
化
し
た
寄
附
金
を
受
け
る
考
え

は
な
い
。
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　（県指定文化財）

岡御殿
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町政のここを問う！ズ
バ

リ
ズ

バ
リ

シ
ル
バ
ー
廃
止
後
、
町
単
独
の
設
立
は

　
課
長 
― 
困
難
で
あ
る

山
本
議
員

　

令
和
６
年
９
月
議
会
で
同
僚
議

員
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
解

散
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
質
問

し
、
前
町
長
は
一
つ
の
意
見
と
し

て
検
討
す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

町
と
７
つ
の
業
務
で
委
託
契
約
を

し
て
い
た
。
ま
た
、
個
人
か
ら
の

依
頼
も
受
け
て
い
た
。

　

町
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
、

働
き
た
い
人
は
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
い
る
と
思
う
。

　

町
単
独
の
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立

に
つ
い
て
、
新
町
長
の
考
え
は
。

今
井
総
務
課
長

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

「
高
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に

関
す
る
法
律
」
や
厚
生
労
働
省
通

山
本
議
員

　

岡
御
殿
は
、
屋
根
の
雨
漏
り
が

あ
り
、
修
復
工
事
が
必
要
だ
と
説

明
を
受
け
た
。

　

以
前
の
修
復
の
年
度
と
金
額
、

施
工
方
法
は
。

西
山
教
育
次
長

　

修
復
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
８

年
度
に
か
け
て
２
か
年
で
実
施
し

た
。

　

事
業
費
は
、
修
復
設
計
委
託
料

１
１
３
３
万
円
（
税
込
み
）
、
修

復
工
事
費
１
億
４
４
２
０
万
円

（
税
込
み
）
、
屋
根
部
分
は
こ
け
ら

ぶ
き
で
全
面
的
に
改
修
を
し
た
。

山
本
議
員

　

岡
御
殿
樹
木
せ
ん
定
業
務
の
入

札
が
不
成
立
で
あ
っ
た
が
、
今
後

の
方
針
は
。

西
山
教
育
次
長

　

指
名
競
争
入
札
が
業
者
の
辞
退

で
不
成
立
と
な
っ
た
。
工
期
の
見

直
し
を
行
い
、
仕
様
書
を
改
め
、

12

月
22

日
に
再
度
入
札
を
実
施

し
、
早
期
成
立
に
努
め
る
。

山
本
議
員

　

岡
御
殿
の
見
学
者
用
駐
車
場
と

し
て
旧
消
防
屯
所
前
の
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
で
き
な
い
か
。

西
山
教
育
次
長

　

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
町
有
地
な
の

で
、
利
用
可
能
で
あ
る
。
来
館
者

用
駐
車
場
と
し
て
明
確
に
位
置
付

け
ら
れ
る
か
検
討
す
る
。

山
本
議
員

　

親
類
、
知
人
を
案
内
す
る
と
き
、

同
伴
の
町
民
も
有
料
だ
が
、
無
料

に
な
ら
な
い
か
。
ま
た
、
長
寿
手

帳
の
利
用
は
可
能
か
。

西
山
教
育
次
長

　

町
条
例
第
４
条
で
入
場
料
を
徴

収
し
て
お
り
、
町
民
で
も
無
料
化

の
予
定
は
な
い
。
長
寿
手
帳
の
提

示
で
の
減
免
制
度
は
な
い
が
、
団

体
割
引
は
あ
る
。

山
本
議
員

　

町
民
の
無
料
化
は
、
可
能
か
、

町
長
の
考
え
は
。

坂
本
町
長

　

受
益
者
負
担
の
考
え
方
か
ら

も
、
応
分
の
負
担
を
頂
く
。

知
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
根
拠
と

し
、
就
業
内
容
、
安
全
管
理
、
保

険
加
入
な
ど
制
度
的
に
整
備
さ
れ

た
全
国
組
織
で
あ
る
。

　

町
が
単
独
で
同
様
の
団
体
を
設

け
る
場
合
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
か
な

い
仕
組
み
を
、
町
が
独
自
に
構
築

す
る
こ
と
と
な
り
、
「
作
業
内
容

の
安
全
確
保
」
、
「
賠
償
責
任
保

険
や
労
災
相
当
制
度
の
整
備
」
、

「
あ
っ
せ
ん
の
公
平
性
」
、
「
事
故

発
生
時
の
責
任
の
明
確
化
」
な
ど
、

行
政
と
し
て
対
応
が
困
難
と
な
る

点
が
多
く
生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。

　

加
え
て
、
町
独
自
組
織
の
設
置

は
、
民
間
事
業
者
へ
の
影
響
、
公

正
な
競
争
環
境
の
確
保
の
観
点
か

ら
も
慎
重
に
判
断
す
べ
き
課
題
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
は
町
単
独
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
同
等
の
団
体
を
新
た
に

設
立
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
る
。

山本美園
やまもと みその

岡
御
殿
の
町
民
入
場
料
を
無
料
に

　
町
長 

― 

応
分
の
負
担
は
頂
く

議員
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令
和
７
年
11

月
21

日
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
多
目
的
会
議
室
に

て
、
第
９
回
議
会
報
告
会
・
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か

ら
、
活
発
な
ご
意
見
や
ご
質
問
、

ご
要
望
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

議
会
に
対
す
る
ご
指
摘
、
お
叱
り

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
声
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
町
政
及
び
議
会

の
活
動
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
、
多
く
の
皆

様
が
参
加
し
や
す
い
身
近
な
報
告

会
と
な
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

第９回　議会報告会・意見交換会第９回　議会報告会・意見交換会第９回　議会報告会・意見交換会

ご参加、ありがとうございました。ご参加、ありがとうございました。ご参加、ありがとうございました。

《開催報告》《開催報告》《開催報告》

開 催 日 時 令和７年１１月２１日 ( 金 )　午後７時～午後９時１８分

開 催 場 所 ふれあいセンター　多目的会議室

出 席 議 員

小笹孝彰議長、西岡恒雄副議長

中野益夫、山﨑豊子、神山大亮、山本美園

安岡数德、桑名良学、中澤長顯

欠 席 議 員 村田秀作 ( 中芸商工会会長として東京出張 )

役 割 分 担
司会進行 … 中澤長顯委員長

報 告 者 … 中野益夫委員長、神山大亮委員長

参　加　者 １０人

日　　　程

１、開会挨拶　小笹孝彰議長

２、議員紹介　( 自己紹介 )

３、日程説明　中澤長顯委員長

４、議会報告　中野益夫委員長、神山大亮委員長

　　　～休憩～

５、意見交換

６、閉会挨拶　西岡恒雄副議長

議会報告会の概要
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ご意見

ご意見

ご意見

回・答

回・答

回・答

その他、学校関係のご意見などをいただきました。

議会報告会・意見交換会でいただいたご意見・ご要望をまとめ、

執行部に提出いたしました。

これからも、 皆様の声を大切にしてまいります。

たのくるバスを高齢者(６５歳以上)を無料にできないか。

田野駅屋横の男子トイレの便座が２４年２月から、多目的トイレは

２４年８月から故障している。便座が品薄なのは分かるが、１年以上

も修理ができないのはおかしいと思うが。

中央線改良の事業で、どれだけの効果があったのか。

無駄な公共事業を認めるな !     費用対効果を考えて !

第一に町民のことを考えて賛成・反対を !

議場の傍聴席の間が狭いので改善を !

執行部から「やりましょう」という答弁をもらえるよう頑張れ !

要望等

主な ご意見、 ご質問

執行部に伝えます。

議会から執行部へ伝えているが、再度、伝えます。

交通安全対策事業として実施した。スピードを

出す人が少なくなっている。
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発
行
：
高
知
県
田
野
町
議
会

編
集
：
田
野
町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか
定例会では、町民に密接に関係するさまざまな事項が審議されています。今後の

町の方向性を直接聞くことができる良い機会です。ぜひ、お越しください。

次回定例会は、 

３月初旬  開催予定です。

定例会は、毎年３月、６月、９月、１２月に行われます。

　

昨
年
は
、
わ
が
園
も
大
豊
作
。
枝

が
折
れ
る
ほ
ど
、
柿
の
実
が
た
わ
わ

に
実
り
ま
し
た
。
〝
柿
食
へ
ば
鐘
が

鳴
る
な
り
法
隆
寺
〟
（
正
岡
子
規
）

に
感
化
さ
れ
〝
こ
と
ご
と
く
枝
垂
れ

て
熟
れ
し
次
郎
柿
〟
（
中
野
鱒
魚
）

と
詠
ん
で
み
ま
し
た
。

　

柿
は
熊
の
好
物
。
各
地
で
出
没
し
、

飽
食
し
て
い
る
よ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
７
年
の
漢
字
は
「
熊
」
。
人

的
被
害
が
甚
大
で
、
中
国
へ
の
パ

ン
ダ
返
還
に
も
注
目
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

今
年
の
干え

と支
は
丙
ひ
の
え
う
ま

午
。
丙
午
と
は
、

子
・
丑
・
寅
…
の
十
二
支
と
、
甲
・

乙
・
丙
…
で
始
ま
る
十じ
っ
か
ん干

が
組
み
合

わ
さ
っ
た
年
の
こ
と
で
、
60

年
に
１

回
め
ぐ
っ
て
き
ま
す
。
は
て
さ
て
、

ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
や
ら
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
も
議
会
広
報
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
編
集
委
員　

中
野  

益
夫

《
編
集
後
記
》

詳しくは、議会事務局まで

TEL 0887-38-6966

議会のうごき
主な活動をお知らせします。

なお、行事名は一部省略しています。

１０　月

１１　月

１２　月

6 日

8 日

14 日

18 日

21 日

1 日

5 日

10 日

11 日

12 日

1 日

９日

11 日

９～ 11 日

23 日

28 日

29 日

31 日

14 日

17 日

21 日

25 日

27 日

28 日

19 日

23 日

24 日

25 日

海部郡・安芸郡議長連合会 徳島要望

奈半利室戸道路 地方整備局要望

四国地区町村議会議長会研修会

広報編集委員会

県選出国会議員・町村長・議長 意見交換会

四国８の字 地方整備局要望

高知県戦没者追悼式

総務教育常任委員会

安芸郡町村議長会研修

海部郡・安芸郡議長連合会 中央要望

県選出国会議員と議会議長との意見交換会

町村議会議長全国大会

合同常任委員会

まちづくり厚生常任委員会

　　　第 10 回議会定例会

全員協議会・議会運営委員会・広報編集委員会

安芸広域市町村圏事務組合議会臨時会

安芸広域特老議会定例会

第９回議会臨時会・全員協議会

まちづくり厚生常任委員会・広報編集委員会

トップセミナー

議会運営委員会

四国８の字 中央要望

議会運営委員会・第９回議会報告会

奈半利室戸道路 中央要望

安芸郡議長会 道路課要望

まちづくり厚生常任委員会

中芸広域連合議会

安芸郡議長会臨時総会

安芸特老議会

安芸広域議会・ごな線活性化協議会


